Deutsche in Japan : Erlebnisse in der Zeit von den 20er Jahren bis zum Ende des 2. Weltkriegs by 荒井 訓
85  
文化論集第20号  
2002年 3 月  
資 料   
終戦前滞日ドイツ人の体験（4）  
「終戦前滞日ドイツ人メモワール聞取り調査」  
荒 井  訓  
明治以来，多くのドイツ人が御雇外国人として日本に招かれ教鞭を取ってい  
るが，初期のドイツ人教師は科学，歴史，法律などそれぞれの分野の専門家  
だった。しかし戟時期の日本で敢えていたのは第一に，彼ら学者ではなく，旧  
制高校でドイツ語やドイツ文学を教える教師だった。その勤務校も日本各地に  
散らばっている。そして，教師たちと同様，日独接近の国策にのって学生も交  
換留学生として日本にやってくるようになった。日独が政治的に接近するにつ  
れ，日独交流の裾野が広がっていったと言えるだろう。   
教師や学生として来日した彼らは，在日ドイツ人のなかでも外交官やビジネ  
スマンたちとは違って1，日常的に日本人社会に入り込み，日本人と接する機  
会がもっとも多い人々だった。彼らの証言は，当時のいわば生の日本体験を伝  
えているという点でも興味深い。   
『文化論集第15号』にその証言を載せたゼッケル，エルトベルク両氏は，い  
ずれも帰国後東アジア美術史を専門とする大学数授になったが，当時のゼッケ  
ル氏は外国人が少なく「日本人としか付き合えない」広島そして浦和の高校生  
にドイツ語・ドイツ文学を教える教師だった。エルトベルク氏は，東京の日本  
1『文化論集第17号』（2000年9月）110頁，120頁参照。  
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人家庭に下宿して「女が日本の家ではどのように振舞わなければならないか厳  
しく教えこまれた」2留学生だった。   
今号には，高知で教えたエーヴュルスマイアー氏，松本で教えたヤンセン民  
夫妻，交換留学生として東京帝国大学で学んだアードラー氏の証言を載せる。   
エーヴュルスマイアー氏は，1938年に雲行きの怪しいドイツをあとにして高  
知高校に教師として赴任した。彼の住んだ土地には水田が広がり，イグサも植  
えられていた。夏には眠れないほど蛙が鳴き，肥料には人糞が使われていて  
「すべてが自然そのままだった」という。彼は高知高校に3年余り勤めたの  
ち，京都の「独逸文化研究所」3に事務局長として招かれたが，彼の証言から  
はナチの圧力に抵抗するリベラルなドイツ人たちの姿も見えてくる。  
1941年に日本に来たヤンセン氏は，ハバナで貿易を営んでいたが，キューバ  
がアメリカとともに対ドイツ戟に参戟すれば抑留されることは明らかだった。  
そこで，日本まで船で渡りシベリア経由で帰国するつもりだった。当時はそれ  
が通常のルートだった。しかし，日本に着くとすでにシベリア経由のルートは  
断たれていた。彼のように日本に留まることを余儀なくされたドイツ人は少な  
くない。彼らは限られた条件のもとで職探しをしなければならなかった。ヤン  
セン氏はビジネスマンであったが，「好条件が重なり」ドイツ語教師として松  
本高枚に職を得たのである。そして，1943年に，中国から日本に来たばかりの  
ドイツ人女性と知り合い，翌年結婚している。   
アードラー氏は，危機から逃れるようにして来日したエーヴェルスマイアー  
氏やヤンセン氏とは異なり，日本に興味をもち，自ら望んでやって来た留学生  
だった。少年時代に趣味でアマチュア無線をしていたアードラー氏は，日本か  
らも無線が入ってくるのに気づき，日本語に興味をもったのをきっかけとし  
2 『文化論集第15号』（1999年9月）120頁  
3 1934年設立  
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て，ライプツイヒとベルリンで日本学を専攻した。   
現在でもドイツ人にとって日本は一般の日本人が想像している以上に遠い国  
だが，1937年にアードラー氏が交換留学生として日本に行くことになったと  
き，「あいつは頭がおかしい」と言われるほど日本は遠い国だった。彼は日独  
国家間の公式交換留学生として第2期生である。最初の公式交換留学生はクラ  
プフ氏だった。1935－37年にクラブフ氏，続いて1937－38年にアードラー氏，ブ  
ロイアー氏が東京帝国大学で学んでいる。クラブフ，ブロイア一両氏4はその  
後外交官として再び来日，第2次大戦を日本で体験し，戦後も在日ドイツ連邦  
共和国大使館に勤務したが（クラブフ氏は大便として），アードラー氏は身体  
を壊したために無念の帰国をしたあと，未練を残した日本で再び生活すること  
はなかった。彼が再び日本を訪れたのは，40年後の1978年になってからのこと  
だった。彼にとって生涯日本は遠くて近い国であり，帰国後はベルリン大学や  
ミュンヘン大学で日本語を教え，ボン独日協会の設立メンバーとなり長年にわ  
たってその会長を務め，日本との緑は一生切れることがなかった。終戟前滞日  
ドイツ人たちの「時代の証言」が本として記録されるのをもっとも楽しみにし  
ていたアードラー氏は，公刊5を待たずに1999年1月に85年半の生涯を閉じ  
た。その1年前にはエーヴュルスマイアー氏も92歳で他界している。  
1．ベルント・エーヴェルスマイアー氏の体験  
Dr．BerndEversmeyer：1906年4月4日，ピーレフェルト生まれ。1938－41  
年，高知高校においてドイツ語・ドイツ文化担当講師。1941－45年，京  
4 クラブフ，ブロイア一両氏の証言は『文化論集第16号』（2000年12月）所収  
5 『文化論集第15号』にこの調査報告を載せ始めたとき，ドイツで出版準備中だった   
”Gelebte Zeitgeschichte－Alltag von DeutscheninJapann1923－1947“（IUDICIUM   
Verlag，Mtimhen）はアードラー氏逝去の翌年，2000年に刊行された。これにはアー   
ドラー氏が当時の日本を切り取ったスケッチも多数収録されている。  
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都の独逸文化研究所事務局長。1947年，本国送還。1948－57年，ピーレ  
フェルトにおいてギムナジウム教師。1957－65年，東京・大森のドイツ  
学園校長。1998年1月17日妓。  
1937年の休暇中，突然外務省の学校課から一通の電報が届きました。高知の  
高等学校の空きポストに応募するようにという誘いでした。当時チェコ／危機6  
があり，私たちは戦争が起きるだろうと考えていました。私はその学校へ行く  
ことにし，1938年の暮に日本をはじめて訪れました。1941年には京都の独逸文  
化研究所の事務局長に転じました。   
独逸文化研究所には1947年までいました。それは，アメリカ軍がすべてのド  
イツ国民を本国送還した年です。1933年以後に日本にやってきたドイツ人は，  
望むと望まざるとにかかわらず，退去しなければならないと決められました。  
当時の独逸文化研究所の所長，ハンス・エツカルトは早く来日していたので，  
日本に留まることを許されました。   
高知では私たちはたいへん美しい田園に住んでいました。隣はその学校のイ  
ギリス人教師でした。家の前には米とイグサを代わる代わる植える田圃があり  
ました。イグサは11月から12月のはじめに植えられ，収穫後畳に加工されまし  
た。田圃の肥やしは私たうの家の汚物だめから取られていました。すべてが自  
然そのままだったということです。．夏の夜には蛙の鳴き声がすごく，ほとんど  
眠れないほどでした。とても美しい時代でした。高知も都市化が進み，多くの  
田圃はコンクリートに席を譲ってしまいました。  
6 チェコスロバキアを併合しようとするヒトラー・ドイツと，これを警戒するチェコ   
スロバキア，イギリス，フランスとの間に生まれた緊張状態。  
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町として高知よりも大きく華やかだった京都にもそれほど多くのドイツ人は  
暮らしていませんでした。私たち自身にとって近所の人たちと親しくなるのは  
なかなか難しかったのですが，幼い娘にとってははるかに簡単でした。彼女は  
遊びながらコンタクトをとっていきました。近所の家で彼女はピアノを弾く真  
似事もさせてもらっていました。私たちの親しい友人の一人は，哲学と教育学  
の教授，木村素衛でした。彼は有名な哲学者，西田幾多郎の弟子でした。彼は  
学生たちにはとても厳しい態度で接していました。試験のときに学生たちに，  
アメリカが侵攻してきたら竹やりを持って突撃するかと質問し．「はい」と答  
えた学生は落第させた，と私に内緒で敢えてくれました。   
私たちは京都では嵐山方面にある鳴滝に住んでいました。近くには朝鮮人の  
大きな集落がありました。ここの人々は好んで民族衣装を着ていました。朝鮮  
人はかなり孤立していました。彼らはあれやこれやのことについてよく責めを  
負わされていました。ドイツ語の作文で「私はすべての本を読みたいと思いま  
す。しかしこの国では読みたいものを読むことができ・ません」と書いた朝鮮人  
の生徒のことをよく覚えています。あとになって私は彼が朝鮮人だったことを  
知りました。折に触れて私は彼にハングル文字を書いてもらったものです。   
京都で私たちは幸運にも爆撃を受けませんでした。ですから疎開をしないで  
済みました。でもまったく不安がなかったわけではありません。京都大学の独  
文学者，成瀬清教授は，夜ほとんど眠ることができなかったそうです。彼は都  
心の素晴らしい家に住んでいましたが，爆撃を恐れてまともに睡眠をとれな  
かったのです。彼は定年退職後まもなく5月はじめに故郷の岐阜に移りまし  
た。そこで彼は空襲を受け，軽傷を負いました。すぐに彼は岐阜（ちなみに，  
岐阜は漆器と提灯の生産で有名なところです）を去り，富山に行きました。泣  
きっ面に蜂と言うべきか，彼はそこでも空襲を受けました。彼が当時持ってい  
たものは全てそのときに破壊されてしまいました。しかし，逃げ出した京都の  
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彼自身の家は破壊されずに残ったのです。   
戟争中のある日，京都の独逸文化研究所を心理学者だったカールフリート・  
デュルクハイム伯爵が訪れ，講演をしました。私たちはその講演を喜んではい  
なかったのですが，ちょうビデイートリヒ・ゼッケル博士が講演をキャンセル  
せざるを得なかったので否応なしに同意することになったのです。デュルクハ  
イム伯爵はチャンスをすかさずとらえる人間で，労働の美しさについて，この  
怪しげなテーマどおりのことを語りました。私が前もって講演のことを成瀬教  
授に話すと（デュルクハイム自身がその講演に彼を招待していたのですが），  
彼は鋭く率直に「まあ，爆弾攻撃よりはマシだね」と答えました。   
私たちは独逸文化研究所で音楽の催しも企画しました。たとえば，有名なピ  
アニストだった豊増昇が，戦争の最後の年に私たちのところでベートーベンの  
ピアノソナタを演奏しました。彼の最後の演奏は忘れられません。それは1945  
年5月24日でした。この夜東京にものすごい空襲があり，皇居も破壊されまし  
た。ちょうどその日に，豊増は私たちのところにいました。彼の命はそれで救  
われたのです。しかし彼の家は瓦礫の山になってしまいました。   
私たちの研究所はナチの影響をあまり受けなかったと思います。所長のハン  
ス・エツカルトがどんなプロパガンダにも研究所が汚されないようにしていた  
と言わねばなりません。むろん文化の仕事の資金調達は容易ではありません。  
たとえば，戦争中に一度ドイツの外交官がやってきて，金を得るために宣伝省  
の傘下に入るよう私たちを説得したことがありました。でもそれを私たちはは  
ねつけました。高知時代にも同じように，プロパガンダ専門の人間が壇上に  
立ったことがありましたが，その講演はちょうどやってきた台風に吹き飛ばさ  
れてしまいました。  
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もちろん私たちは東京の大使館とコンタクトをもっていました。私たちが得  
ていたわずかな資金のほとんどは大使館から釆ていたからです。1944年11月23  
日に大使館を訪ねたのを覚えています。OAG（ドイツ東洋文化研究協会）で  
私は「ニーチェの東アジア観」という講演をしたのです。そのほか，「空襲下  
の軍需企業」というテーマで講演をしてくれるドイツ人のエンジニアを探して  
ほしい，という京都の兵器工場の依頼も受けていました。   
私が大使館の文化班にいて，そのテーマで話せるエンジニアを派遣できるか  
どうか訊いていたときにサイレンが鳴り始めました。私たちはこの体験で，戦  
争がどうなるのかはっきりと感じました。防空壕に逃げ込む前に，邪魔を受け  
ずに空を飛んでいくB29爆撃機の編隊を見ました。日本の戦闘機は追いつけ  
なかっただけでなく，そもそもやって来ませんでした。アメリカの爆撃機はそ  
の日東京・横浜間の工場を爆撃しましたが，爆撃機の方はまったく損害を受け  
ませんでした。翌日も爆撃機がやってきました。にもかかわらず，日本人が  
「われわれはきっと勝つ」と言っているのを聞きました。   
私の最後の講演（1945年4月）を私は「ニーチェと宗教」というテーマで行  
いました。当時私はエツカルトに「今私たちはこの旅がどこへ向かっているの  
か分かりません。同僚たちはこの国に分散していて，悲しみに沈んでいます。  
彼らに目標を与えましょう」と言いました。彼らを京都の私たちの所へ来させ  
て，それぞれの専門領域のテーマで講演させよう，と提案したのです。一連の  
講演が実現しました。多くの人がこの計画を歓迎したのですが，来ることがで  
きませんでした。自分の家族のことを心配したり，繰り返される空襲の影響が  
あったためです。たとえば，高松のオットー・カーロウも爆撃を受けました。  
彼の息子は破片で顔に傷を負ってしまいました。のちにカーロウと彼の家族は  
軽井沢に疎開しました。  
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8月15日に日本は降伏しました。天皇の声をラジオで聞きました。私たち  
は，そして多くの日本人も天皇の話を理解できませんでした。難しい日本語  
だったからです。しかし，意味は明らかでした。ときどき彼の声は震えまし  
た。天皇が人間の言葉で語ったということは，多くの日本人にとって，崇高な  
神話の崩壊というトラウマ体験だったに違いありません。   
降伏への反応はさまざまでした。私のかつての生徒の一人が自殺をしたとい  
うことも耳にしました。他方，解放の感情もありました。アメリカ軍が進駐し  
てきたときに，私たちは研究所を明け渡さなくてはなりませんでした。進駐軍  
が建物をCIC（対敵情報部隊）のために必要としたからです。アメリカ軍はそ  
の際に建物を徹底的に調べることができました。彼らは，研究所というのはカ  
ムフラージュにすぎないと考えていました。ですから彼らは全て引っ掻き回し  
ました。しかし彼らは，私たちの仕事がほんとうに非政治的だったことを知っ  
て驚いたのです。   
私たち自身は一種の自宅拘留に置かれました。町のなか，つまり京都のなか  
は自由に動くことができましたが，別の地域に行くことは許されませんでし  
た。息子のヴインツェントが生まれたときには，ベビー用品を領事館から受け  
取るため，神戸に行く特別許可が必要でした。当時は一般に品物の供給状態が  
相当に悪かったのです。   
戦争中私たちは食物配給を受けていました。私たちにはたいていパンで，日  
本人とは違って米ではありませんでした。それに東京のドイツ人コミュニ  
ティーからもときどき配給がありました。ドイツ人コミュニティーには缶詰の  
蓄えがありました。私たちは連絡を受けると即刻この歓迎すべき補給物資を受  
け取りに出かけました。しかし，新鮮な野菜は入手困難でした。妻はそれでと  
ても因っていました。私たちはときどき田舎へも出かけて，農家でジャガイモ  
を調達しました。軽井沢での休暇中も献立表の改善は優先的な仕事の一つでし  
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た。周辺の村に野菜を買出しに行ったものです。ある農家で人が布団をかぶっ  
て寝ていて，死んでいるのかと思ったことがあったのを思い出しました。私は  
そのとき卵のことを訊ねたのですが，そこの農婦がなにやらブツブツ言ってい  
ました。そこで私が支払う用意がある金額を言うと，「死者」が生き返ったの  
です。彼は私のリュックサックを見て，すぐに12個の卵を入れてくれました。   
パンは私たちドイツ人にとっては大事なものでしたが，残念ながら，神戸か  
ら私たちに配達されるパンは，ほとんどいつも届く前にかびてだめになってい  
ました。フロイントリープが焼いたもので，彼のことはみんなよく知っていま  
した。彼は，東アジアにいたドイツ人のうち，第1次大戦中青島で日本軍に抗  
戦した世代に属していました。1914年11月に港が陥落したあと，およそ5000名  
のドイツ人守備兵は日本軍の捕虜になりました。彼らは板東や他所のいくつか  
の収容所に入れられました。数年間の捕虜生活はまあまあで，まったく友好的  
に扱われたので，彼らのなかには，戦後日本に留まると決めた人もいまし  
た7。フロイントリープは日本女性と緬嬉し，彼女と神戸にパン屋を開きまし  
た。私がいた頃は発展して，美味いスニプを食べさせる「デア・ズッベントッ  
プフ（Der Suppentopf）」という名前のレストランもやっていました。客のな  
かには，とくに日本人客ですが，時間をかけずに食べ，コートを着たまま，あ  
るいは帽子までかぶったままスープをすくう人がいて，この好人物をいらいら  
させていました。「待合室ではないんだ」というつつけんどんなコメントが彼  
の口からもれるのを聞いたことがありました。   
京都の私たちは戦争による損害を受けずに済みましたが，神戸はその分甚大  
7 板東捕虜収容所（徳島県鳴門市）に収容された青島守備隊のドイツ兵はさまざまな   
職業の出身で，パンヤ菓子のマイスターも多数いた。戦後も日本に残ったマイス   
ターたちは神戸や東京でドイツ料理やパン・菓子の店やハム・ソーセージの製造業   
を開業した。彼らのことについてはアードラー氏も言及している。31頁参照  
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な被害を受けました。私たちの所から電車で1時間も離れていない神戸への爆  
撃は本当にひどいものでした。六甲山の上の方だけは家々があまりやられませ  
んでした。ある日私が配給される食糧を取りに行ったときに，家が無事だった  
同胞を訪ねると，彼は地下室にまだビールをもっていました。彼の家のベラン  
ダには一枚の趣のある絵が掛かっていました。ピーダーマイアー調の服を着  
て，森のはずれのベンチでくつろいで座っている初老の男性を描いた絵でし  
た。「すべての梢の上に安らぎがある」という題辞がついていました。なんと  
いうコントラストでしょう。山麓では神戸が燃えていたのです。ほほ町全体が  
瓦礫の山と化していました。  
＊聞き取りは1995年3月31日にボーフムで行われた。  
2．ヘルムート・ヤンセン，エーファ・ヤンセン夫妻の体験  
Dr．phil．HellmutJansen：1915年5月12日，シュトラースブルク（アルザ  
ス）生まれ。1941年8月21日から終戦まで，松本高校においてドイツ  
語・ドイツ文化担当講師。戦後1947年2月15日の本国送還まで軽井沢に  
住む。帰国後フライブルクにおいて仏語・仏文学および英語・英文学を  
専攻。1952年学位取得。1953年より停年まで外務省勤務。  
EvaJansen（旧姓：ゾッベSobbe）：漠口（中国）生まれ。揚子江への機  
雷敷設により漢口まで船が到達できなくなり，父親の保険・海運業が立  
ち行かなくなったため，1943年から1944年までイリエス社（東京）にお  
いて秘書。1944年12月，ヘルムート・ヤンセンと結婚。本国送還後，  
テエーピンゲン大学に秘書として5年間勤務。   
ヤンセン氏：私は1941年の夏に日本へ行きました。若いビジネスマンだった  
私は，ハバナでにっちもさっちも行かない状態になっていて，キューバが米国  
によって戦争に引き込まれた場合に抑留されるという危険を冒したくないと  
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思っていました。ですから，ドイツに帰ることにしたのです。当時ドイツへの  
通常のルートは，船で太平洋を渡り日本へ行き，そこからロシアを経由すると  
いうものでした。日本へ行く船は日本の汽船しかなく，どの船も，ラテンアメ  
リカにいて私と同じ考えをもっていた若いドイツ人で予約は一杯でした。ドイ  
ツ国防軍がソ連に侵攻すると，多くのドイツ人はその旅行計画を断念しまし  
た。私はその時すでに次の汽船の切符を手に入れていました。その船には20人  
余りのドイツ人が乗っていました。船に乗ると私はすぐに図書室に飛び込み  
（円本の本！），そして日本人パーサーとお互いに言葉を教える約束を交わし  
ました。彼は私に日本語を，私は彼にドイツ語を教えたのです。   
私たちは横浜で下船すると，横浜総領事館の代表に迎えられ，そこに留まら  
なければならないことを知りました。横浜に着いたのは，まず私たちラテンア  
メリカにいたドイツ人，たいていは若い男たちでした。そして，オランダ領イ  
ンド（蘭印）8から来た女性や子どもたちだけのグループでした。彼女たちの  
夫は，ドイツがオランダに侵攻したあと，イギリスによって抑留されていまし  
た。大便館は一種の労働奉仕を用意していました。各人が自分の職業に応じて  
仕事を割り当てられました。私自身は，好条件が重なり，松本の講師の職を得  
たのです。   
私はまず，ドイツの会社とコンタクトを取ろうとしていました。どの会社  
も，多かれ少なかれ，社員を保つのに問題を抱えていました。大使館にも私に  
向いた仕事はありませんでしたが，文化担当官のラインホルト・シュルツェ  
が，「日独文化協会」9の所長だったヘルベルトツアツヘルト博士に電話をか  
8 現在のインドネシア。この時期にインドネシアからやって釆た彼女たちは「蘭印夫   
人」と呼ばれた。『文化論集第16号』138頁および141頁脚注参照。  
9 1927年設立  
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けてくれました。ツアツヘルトはちょうど松本で教える講師を探していたとこ  
ろでした。内定していた彼の後任者が，ロシア経由のルートがもはや通行不可  
能になっていたために来られなくなっていたからです。   
私はツアツヘルト氏に歓迎され，私の関心と能力について彼に話しました。  
彼とは何度か会って，ハンドブックを渡され，私がそれをきちんと勉強すれば  
講師ができるだろう，と言われました。   
私は数日後，東京で松本高校の校長にも会いま・した。その後よく横浜の  
ツアツヘルト家に招かれました。ツアツヘルトは，浦和のデイートリヒ・ゼッ  
ケル博士に引き合わせてくれました。現役の講師と知り合い，授業を見学でき  
るようにとの配慮でした。ゼッケルは授業を参観させてくれ，私は数日彼のと  
ころにいました。ちなみに，彼は非常に教養のある面白い人物で，もともとド  
イツ語・ドイツ文学者でしたが，美術史家への傾向を深めていました。   
松本で私は教師全員に駅で迎えられ，みんながそれぞれの流儀で私に挨拶を  
してくれました。もちろん，ドイツ語教師たちからはとくに心のこもった挨拶  
を受けま、した。私たちは市電で駅から学校へ行きました。学校では最初に教員  
室に案内され，お茶が出されて，歓迎のスピーチを受けました。翌日，私の授  
業初日に職員・生徒全員がホールに集まりました。校長が私の就任を祝って言  
葉を述べ，晩にはレストランで会食をしました。食事が終わったとき，給仕が  
蒸かしたジャガイモを三つ皿にのせてもって来たので，校長が彼に「どういう  
ことか」と訊きました。ドイツ人はジャガイモが好きなの1に，メニューにな  
かったから，というのがその給仕の答えでした。   
松本で教職に就いたとき，空いていた官舎に入居できず，日本人のドイツ語  
教師の家に住まわせてもらいました。官舎はそれ以前にツアツヘルトか住んで  
いたのですが，家具を持っていったのです。私は大使館から支度金を受け取  
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り，一定額まで東京と横浜で買い物をしました。松本には欧風家具がまったく  
手に入りませんでした。松本にいたドイツ人宣教師，ライムント神父（シレジ  
ア出身のフランチェスコ会修道士。彼については，愛すべき，ユーモアのあ  
る，そして何より面倒見のいい人だと聞いていました）がすぐに，私のために  
料理をし，官舎を整えてくれる家政婦を仲介してくれました。彼女の名前はフ  
タツギ（二木）さんといいましたが，彼女は，私が言い易いように，自分のこ  
とをニキさんと呼ばせました。私は彼女のおかけで本当に愉快な体験をしたも  
のです。彼女がいつもちょっとした悪戯をしたからです。ある日こんなことが  
ありました。ニキさんが書斎に入ってきて「お客さんです。三人のご婦人です  
よ」と言うのです。私は挨拶をしようと降りていきました。めかし込んだ若い  
女性たちで，女中部屋に座っていました。彼女たちが誰で，何を望んでいるの  
かすぐに分かりました。ニキさんは，彼女らしい茶目っ気のある表情で私にま  
ばたきをして，彼女たちを友だちとして紹介し，一人選ぶようにと言うので  
す。私はびっくりしました。そして，誰も傷つけないように，窮地を脱しなけ  
ればなりませんでした。私は彼女に，たいへん嬉しいがその必要はない，と理  
解してもらいました。彼女たちは，悲しそうに帰っていきました。3人が帰る  
と，私は自転車に飛び乗り，ライムント神父のところへ走っていき，彼にその  
出来事を話しました。彼ほ驚きのあまり口を開けたままで，やがて彼らしく大  
笑いしました。おかしかった。彼はいつも機嫌のいい人でした。私はその後，  
家政婦としてお寺出身のヒライさんに来てもらいました。彼女は，‘ぉとなしい  
信頼できる人として紹介されましたが，事実まったくそのとおりの女性でし  
た。   
ヤンセン夫人：彼女はじつによく彼の面倒をみてくれました。私たちが結婚  
すると，ヒライさんは，夫にはもう自分は必要ではない，奥さんをもらったの  
だから，と言いましたが，私は彼女に残ってくれるように頼み，彼女はそうし  
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てくれました。夫は，リゴという犬を飼っていて，ヒライさんはこの犬を心か  
ら愛していました。台所で二人して石炭ストーブの前に仲よく座って，私たち  
にトーストを作ってくれました。リゴの口から私たちのトーストの上によだれ  
が垂れそうになったことがあります。ヒライさんが休みを取ったときには，リ  
ゴはいつも連れ出されて，彼女のところに行っていました。リゴは襖を抜けて  
家に入ってきたので，彼女は何度もそれを張り替えなければなりませんでし  
た。   
ヤンセン氏：食糧不足が深亥りになると，ペットはもはや飼うことを許されな  
くなりました。   
ヤンセン夫人：そのとおりです。でもヒライさんは役所に行って，リゴ用の  
配給切符を申請してきました。それで，犬がどれほど食べるのか知られること  
にもなりました。   
ヤンセン氏：その後私たちは，リゴを屠殺場に連れて行かなければならな  
い，という通達を受け取りました。   
ヤンセン夫人：私たちが配給を受けるわずかの肉がリゴの代わりだなんて最  
低だったでしょう。ですから，私たちはリゴを安楽死させてくれる医師を見っ  
けようとしましたが，獣医は動物に薬を与えることを許されていませんでし  
た。それで何人かに頼み，結局一人の獣医がやってくれました。   
ある日夫が出かけていて私が初めて一人ぼっちでいたときに，ヒライさんは  
休日だったのですが，昼に大きな花束を抱えて来て，「こういうものは平日は  
持ってこられないんです。市電に乗っていますから」と言いました。食べ物が  
ほとんどなくなったときには，彼女は小さな下駄を履いて，どこかの村の知り  
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合いのところへ，一袋の米をもらいに行ってくれました。毒づかれることを引  
き受けてくれたのです。彼女は，自分自身のためではなく，あの外国人のため  
だ，と言ったそうです。私たち自身も自転車に乗って農家へ行き，石炭などを  
ゆずってもらいました。ある農家は養蚕をしていて，私たちは箸で蚕の口元に  
桑の菓をもっていく手伝いをしました。そのあとで，私たちにはご馳走が用意  
されました。   
卵は私たちの地域にはまったくありませんでした。夫にカラフルな復活祭の  
卵10を作ってあげるために私は自転車で走り回りました。どの農家へ行っても  
鶏が卵を産まないと言われるばかりでした。暗澹たる気持ちで家に帰ると，驚  
いたことに夫が神戸から卵を持ち帰って来たのです。   
ヤンセン氏：そうです。ドイツ人教師の会議が神戸で開かれることになっ  
て，私は神戸に行ってもよいか警察に訊きに行きました。妻を連れて行かなけ  
れば許可する，というのが警察の答えでした。そうでなければ，出張ではなく  
観光旅行であり，それは許されないということでした。   
ヤンセン夫人：そのときは，私たちが結婚してちょうど4ケ月になったばか  
りでした。ですから，私はおおらかで，彼を行かせてあげたのです。   
ヤンセン氏：神戸で私は四国から来た若いドイツ人教師に会いました。彼  
は，災いを転じて福となしていました。彼は卵が好きだったので，鶏を飼って  
いました。鶏たちはよく卵を産んだため，彼は卵を人にやったり，売ったりす  
ることができたのです。神戸の会議に彼ほ新鮮な卵を持ってきて，その内1  
10 復活祭の贈り物にする彩色ゆで卵  
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ダースを私にくれ，私は喜んで受け取ったというわけです。この割れ易い品を  
自分の部屋に持って上がったとき，私は超満員の列車のことを考えました。1  
ダースの生卵を列車で松本まで無事持ち帰ることはできない，と。列車の旅は  
6乃至8時間かかりました。戦争末期何千人もの日本人が町から親戚や友人の   
いる田舎へ移りました。それで列車は非常に混んでいました。ですから私は卵  
を何とかしてゆでなければならなかったのです。しかし，ホテルの湯は割り当  
て分しかありませんでした。19時に湯船に半分の湯が部屋に送られてきまし   
た。私は生卵を熱い風呂の湯に入れ，湯が冷めるまで浸けておきました。そう  
して，30分ほどゆでた卵を持って安心して帰路につき，顔を輝かせて妻に卵を  
渡しました。卵はちゃんと割れずにいたのです。   
旅行のときには，何度も警察に足を運ばなければなりませんでした。あると  
き，オーストリアの元外交官で上流貴族のエゴン・フォン・クラッツアーと一  
緒に，いわゆる日本アルプスを越えて日本海までの山岳旅行をしたとき，何度  
かおかしなことがありました。帰りの汽車に間に合うように，最後の区間をバ  
スに乗っていると，立ち入り禁止区域に来たことが分かりました。日光から神  
戸までの地域は立ち入りの自由な地域でした。日本海は立ち入り禁止区域でし  
た。それを私たちは知っていました。そこへ到着するやいなや，サーベルのカ  
チャカチャいう音が聞こえ，一人の警察官が私たちの前に立ちはだかりまし  
た。彼は許可証を見せろと言い，私たちが誰なのか，なぜそこへ来たのか，そ  
こへの立ち入りが禁じられていることを私たちが知っていたのか尋問しまし  
た。そこに留まることは禁じられていたので，彼は私たちを「逮捕」して交番  
に連れて行き，汽車が発車するまで交番にいるようにと言いました。私たちは  
1時間ばかり交番で座っていましたが，警察官は出て行くたびにサーベルを腰  
に巻いていきました。私たちにはすべてがいささか時代遅れに思われました。  
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ある日，私はエゴン・フォン・クラッツアーとライムント神父と一緒に山歩  
きに行きました。私たちが登っていくと，素晴らしいツツジが湿った草原に咲  
いていました。その草原がどれほど湿っていたか，腰を下ろしてしばらくする  
と分かりました。3人同時にズボンが濡れてきたのを感じたのです。私たちは  
飛び上がると，靴を脱いでいたので，靴下があっという間に濡れてしまいまし  
た。乾かすために靴下とズボンを脱いで陽に当てました。お互いに相手が自分  
よりおかしな格好をしていると思い，死ぬほど笑い転げました。服が乾いてか  
ら，帰り道を歩き始めました。エゴン・フォン・クラッツアーと私はそれなり  
にちゃんと身支度したのですが，ライムント神父はズボンを膝の上までたくし  
上げていました。彼は靴下留めの付いた藤色の靴下を履き，バックル付きの黒  
い靴を履いていました。その辺りは人気の少ない所でしたが，いくつか村を抜  
けていと，村人たちは私たちを別世界から来たもののように見ていました。   
ヤンセン夫人：ところで，私たちは日本で結婚しました。私は中国の浜口で  
生まれました。漠口には仕事がなくなってしまったので，1943年に私は日本へ  
行き，イリエス社で働いていました。クリスマスに，グループでスキーに行こ  
うということになりました。夫になるこの人は，すでに松本からそこに来てい  
て私たちを迎えました。すぐに私は彼からとても強い印象を受けたのです。私  
はそれまで一度もスキー板に乗ったことがなく，滑って山を降りてくるのは怖  
かったので，歩いて下ってきました。うまく歩くこともできず，足を捻挫して  
しまいました。夫は何かほかの理由で数日やはりスキーができず，私たち二人  
はテラスに座って親しくなりました。1年後，私たちはスキー場でハネムーン  
を過ごすことになりました。   
ヤンセン氏：戸籍上の結婚は1944年の待降節の第4日曜日に横浜の領事館  
で，教会での結婚は翌白軽井沢で行いました。  
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ヤンセン夫人：私たちは軽井沢のとても親切なレーデッカ一夫妻の家で結婚  
式をしました。レーデッカー氏はドイツ学園の校長で，奥さんは軽井沢でペン  
ションをしていました。夫は，いわばドイツの靴を履くために，休暇をたびた  
びそのペンションで過ごしていました。   
ヤンセン氏：レーデッカ一夫妻と私は軽井沢での休暇中に知り合いました。  
私はテニスでオット大使の娘と親しくなり，ある日大使館のサマーハウスにお  
茶に招かれました。その時，たいへん打ち解けておしゃべりをしました。大便  
というのはもっと堅苦しいものだと思っていたのですが，彼がシュヴァーベ  
ン11方言で話すのがとても楽しかった。私はボーデン湖12の近くで育ったの  
で，彼の言葉は私には心地よかったのです。私が大便に，ドイツ学園で教える  
という私のプランを話すと，彼は，それならペンション・レーデッカ一に行っ  
てみなさい，と勧めてくれました。そのペンションはドイツ学園の校長の奥さ  
んが経営していて，校長が今休暇でそこに来ているから，ということでした。  
「よろこんで推薦状も書こう」と言ってくれました。残念ながらレーデッカー  
氏は私にあてがう職をもっていませんでした。その代わり部屋を提供してくれ  
ました。休暇の残りを私はそのペンションで過ごしました。   
ヤンセン夫人：レーデッカ一家での結婚式は，東京から来たイユッケル牧師  
が執り行なってくれました。彼はかなり遅く到着しました。途中のどこかで空  
襲警報が鳴って列車を降り，隠れ場を探さなければならなかったということで  
す。私は東京でウェディングトレスも注文していました。私たちがまったくお  
金をもっていなかったあの時代に，です。仕立屋さんがドレスを，軽井沢へ行  
11ドイツ南西部の地方  
12 ドイツ・スイス・オーストリアにまたがる大潮  
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く列車が出発する上野駅まで持ってきてくれることになっていたのですが，私  
たちが上野に着くと，駅には人があふれていて，その仕立屋さんを見つけられ  
そうもないと思いました。私たち自身が列車に乗れるかどうかも確かではあり  
ませんでした。しかし，彼女がウェディングドレスの入った箱を高く掲げてく  
れ，彼女を見つけることができたのです。箱を受け取り，私たちは窓から列車  
に乗り込みました。   
私たちの蜜月は，食べ物に関してほ7 貧しいものでした。1944年の末でひど  
い状況でした。私たちには煎玉子を作る粉末卵しかなく，ひどい味でした。そ  
れでも私たちは東京のドイツ人のパン屋から黒パンを送ってもらっていまし  
た。   
ヤンセン氏：粉末卯と言えば，粉末ワインの話をしましょう。こんなことが  
あったのです。私がライムント神父を訪ねたときのことでした。彼は，蓮他に  
片足を突っ込み，片足は立てかけた梯子に乗せて，水の下の蓮の根を切ってい  
るところでした。蓮の根は美味い食べ物でした。私が近づいて行き，挨拶を交  
わしたとき，ちゃんと注意していなかった彼はぬかるんだ水の中に前のめりに  
落ちて，一瞬完全に水に潜ってしまい，また起き上がり笑いました。彼は「す  
ぐに戻ってくる」と大声で私に言って，バランスをとりながら池からあがり，  
5分後にはシャワーを浴び着替えてきました。「これは祝杯ものだ」と彼は  
言って，私を招き入れました。彼はグラスニつとジョッキー杯の水を持ってき  
て，「普通のワインはない。ミサ用のワインしかない。神様はきっとご理解く  
ださるだろう」と言いました。何のためらいもなく彼は粉末ワインを水に入れ  
てかき混ぜました。こんなことはあとにも先にもお目にかかったことはありま  
せん。  
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松本の私たちのところにも戦争はやってきました。日本が1941年12月に真殊  
湾を攻撃し，大東亜戦争が始まったときはショックでした。宣戦布告の翌朝，  
学校の生徒・職員が集められ，校長は宣戦布告と戦争の目標を告げる勅語をお  
ごそかに読み上げました。しかし，さしあたり田舎では戦争の気配は感じられ  
ませんでした。戦争は日本からはるかかなたで行なわれていたのです。しかし  
1944年の末に，大都市への組織的な空襲が始まり，大都市が破壊されても日本  
が戦いを放棄しないでいると，戦争は内陸の中都市にも及んできました。それ  
は戟争も終わりに近づいた頃のことでした。私たちは地図を見て，松本もやら  
れるだろうと思いました。それからは毎夜警報が鳴りましたが，爆弾は落ちて  
きませんでした。戦争末期は，明日は松本の番だと言ってもおかしくない状況  
でした。  
警報が鳴ると私たちは急いで防空壕に入りました。家々には地下室がなかっ  
たので，防空壕が掘られていたのです。私たちの学校には軍隊の援助を受けて  
ちゃんとした防空壕が作られていました。上部は梁で支えられ，土で覆われ，  
数段下っていくようになっていました。   
危機的状況になったときには，重要なことを聞き逃さないように，私たちは  
畳も夜もラジオを脇に置いていました。私は日本の放送局を聴いていました。  
すでに3年間松本にいて，あまり苦労せず聴くことができたのです。そのほか  
に英語のラジオ放送やドイツチェ＝ヴュレ（DeutscheWe11e）13も受信できまし  
た。東アジア向けに送られていたそれらの放送は一定の時間だけの放送でした  
から，いつでも好きなときにスイッチを入れるというわけにはいきませんでし  
た。   
ドイツに関するほかの情報は，政府発表どおりに書かれた「ドイツ通信」か  
13 ドイツの国際放送［局］  
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ら得ていました。大使館はドイツに関する情報を受け取り，選り分けて，ゼラ  
チン版複写機で複写し，郵便で送っていました。郵便がまだ機能しているとき  
は，私たちは「ドイツ通信」を週に6回，印刷された翌日に受け取っていまし  
た。ほかにインディア紙の（薄い）「フランクフルト新聞」も海を越えて送ら  
れてきていました。これは戦争中に作られていたもので，2枚つまり8ページ  
の新聞でした。広告がなく，学芸欄が時には半ページを占めていました。   
ドイツが降伏した翌朝，ドイツに対していつも少し不信感を抱いていた一人  
の同僚に会いました。彼は私に挨拶し，そして「ドイツは降伏した」と言いま  
した。その後彼に会って，悪いニュースがあると彼は決まって「君たち同盟国  
の人間が武器を捨てたからだ」と言っていました。それほもちろん嬉しくない  
ことでした。しかし，私たちは，ドイツが降伏してから日本が降伏するまでの  
数ヶ月間，まずまず公正に扱われました。何人かのドイツ人から，嫌なことを  
経験した，と聞いたことがありますが，それもたいていは大都市でのことでし  
た。田舎では慰暫とも言える扱いを受けていました。たとえば，私が公園を散  
歩していたり，村々を車で走っていて何か食べるためにどこかに腰をおろす  
と，人々に話しかけられ，好奇心の強い人たちに，ドイツ人かどうか訊かれた  
ものです。彼らはみんなすぐそう推測しました。自由に行動することを許され  
ていたのは，スウェーデン人とスイス人，そして私たちドイツ人以外にはいな  
かったのですから。   
この頃授業は戟争のためすでに中止されていました。私たち外国人教師は自  
分のことを心配しなければなりませんでした。私たちがすべきだったのは，で  
きるだけ早く軽井沢へ移ることでした。知り合いのドイツ人の大半がすでにそ  
こへ流れ込んでいるのを知っていたからです。軽井沢に別荘を持っていた  
ツアツヘルト夫妻もそこに移っていました。，東京の「日独文化協会」はすでに  
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閉鎖されていたのですd松本で私たちの世話をし，また監視もしていた日本人  
から，私たちは一台の貨車を用立ててもらいました。しかし，私たちは，軽井  
沢で一番大きく，もっともモダンだった万平ホテルに住むことになるのが分  
かっていたので，寝具類だけを持って行き，家具は伝道に役立てるためライム  
ント神父にあげました。私たちは客車で先に行き，数日後に半分埋まった貨車  
が到着しました。貨車の大部分は薪が占めていました。私たちは，軽井沢では  
冬にいずれにせよ薪が必要だろうと考えていたのです。そして事実，のちに薪  
をいくらか持っていたのを喜ぶことになりました。ホテルの許可を得て，私た  
ちは薪を自分たちの部屋の下，1階に積んでおくことができました。私たちは  
松本の家の庭からカボチャやトマト，その他多くのものを持ってきていまし  
た。それら一切を，ホテルのベッドの下に押し込んでいました。そこは私たち  
の「食料貯蔵庫」でした。あとからヒライさんがさらに，彼女の庭で採れた野  
菜を持ってきてくれました。   
戦争が終ったとき，日本は早晩占領されるだろうということが分かっていま  
した。アメリカ軍の小さな先遣部隊が最初の数週間のうちに山にやって来まし  
た。彼らは軽井沢で営舎を探し回りました。それで私たちは，彼らが多くの外  
国人がいるために軽井沢に来たことを知ったのです。私たち自身はホテルを去  
らなければなりませんでした。アメリカ人がそこに入ることを望んだためで  
す。私たちは運良く，ホテルから知り合いの歯医者が仲介してくれた小さな家  
に落ち着いて移ることができました。   
ついにアメリカ軍がやってきました。彼らにとって私たちは公式には敵国の  
人間でしたが，第一に，多少とも同じ素性の人間でした。日本人，彼らの言う  
「ジャップ」は違いました。私たちはなんとなく知り合うところとなり，間も  
なく何人かのアメリカ人の知人ができました。  
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ヤンセン夫人：夫は外国人教師の職を失っていました。ドイツ人教師のポス  
トはなくなり，教師たちは解雇されました。そして，私たちは生計の心配をし  
なければならなくなったのです。でも私たちは大使館の特別援助受給者にはな  
りたくありませんでした。自分たちの品位にかかわると思ったのです。多くの  
ドイツ人女性は編物をしました。古いセーターをほどき，編み直しました。買  
うべき新しい服がなかったからです。靴を修理できるように，靴職人の技術を  
学んだ人たちもいました。私の夫は語学のレッスンをしようとしました。一枚  
のポスターを書き，夜にそれを町の中心部の掲示板に画鋲で貼ってみました。  
とても恥ずかしかった。すると，そのポスターを見た日本人の女性が二人の娘  
にレッスンを受けさせようと連れてきました。すべては話し合いで決められま  
した。夫は報酬をレッスンのあとで受け取ることを望んだのですが，彼女は  
100円を前払いすると主張しました。そのお金を私たちは受け取ったのです  
が，この夫人と二人の娘たちに再び会うことはありませんでした。そして私た  
ちは買い物することができました。   
ヤンセン氏：ほかに，音楽をするドイツ人が集まって小さなアンサンブルを  
作ったということもありました。武官参謀部からは一人の少佐が参加し，レッ  
スンとコンサートを取り仕切りました。コンサートはアメリカ軍が営舎にして  
いた万平ホテルで開かれました。彼らは感激し，「このドイツ人たちは戟争に  
は負けたけれども，今でも生きるすべを心得ている」と言っていました。  
1947年に私たちは本国に送還されることになり，1068名のドイツ人とともに  
部隊輸送船に乗りました。上海でさらにほかのドイツ人が乗船しました。私た  
ちは実際敵国人として扱われ，銃剣をつけた銃を肩にかけたGIにいつも監視  
されていました。もっとも，それも上海に着くまでのことでした。その後は銃  
剣も銃も見えなくなりました。  
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ヤンセン夫人：上海では沖合に錨を下ろしたのではなく，着岸しました。ほ  
かの乗客を乗せなければならなかったからです。当時上海に住んでいた私の母  
と妹や，船上に知り合いがいた多くの人々が港にやって来ました。私たちは彼  
らをデッキから見下ろし，声をかけることができました。翌日には船を離れる  
ことを許され，船橋の一方に私たちが，他方に親類や知人たちが立ち，言葉を  
交わしました，私がGIのバリケードを抜けて向こうへ走って行くと，兵士た  
ちは銃剣を手にして私を追いかけてきました。夫は，私はただ母親のところへ  
行きたいだけで，よからぬことを企んでいるわけではない，と言って彼らを静  
めてくれました。そうして私たちは再会することができ，母は私の夫に初めて  
会うことができたのです。そこここにできた輪の周りにアメリカ兵が立ちまし  
た。母はいつも大胆なことをする人でした。彼女は荻滑で，2年前に亡くなっ  
ていた父の写真の下にドル紙幣を隠して私に渡してくれました。かなりの額の  
お金を私たちが受け取ったことに誰も気づきませんでした。   
船上では，男たちは仕事をしなければなりませんでした。夫は抜け目なく，  
まだ港にいたときにすぐに厨房勤務に手をあげました。1週間の勤務が義務づ  
けられたのですが，夫はすぐに仕事を終えてしまいました。   
ヤンセン氏：部隊輸送船は快適ではありませんでした。何より座ることがで  
きなかったのです。部隊輸送船にはデッキに椅子がありませんでした。砲撃の  
ときに椅子は邪魔にしかならなかったからです。ですから私たちは果物の木箱  
を厨房からもってきました。しかし，デッキから戻るときにはそれをまた持ち  
帰らなければなりませんでした。   
娯楽にはフォークソングの夕べが催されたり，毎週士官の食堂で室内楽のコ  
ンサートが開かれたりしました。ドイツ人は誰も一度もコンサートには行きま  
せんでしたが，アメリカ人の乗組員は全員コンサートに集まっていたようで  
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す。胎に乗っていたドイツ人ジャーナリストたちは，アメリカ側から，日々の  
ニュースから日報を作る気がないか，と訊かれました。すべての放送局を聴く  
ことを許す，ラジオはあり，受信状態はいい，ということでした。ジャーナ リ  
ストたちは喜びました。私たちはみな，このドイツの日報を英語で読むことが  
できました。私たちの「マリン・ジャンパー（部隊輸送船）」は以後，不愉快  
なこと不都合なことはあったものの，「家族の船」という感じになりました。  
＊聞き取りは1995年3月4日にアーデルスハイムで行われた。  
3．ヴァルター・アードラー氏の体験  
Dr．Walter Adler：1913年7月5日，レーバオ（オーバーラオジッツ）  
生まれ。1937年2月から1938年3月まで交換留学生として東京に滞在。  
留学後，ベルリン大学日本学科非常勤講師（1943－45年），ミュンヘン大  
学東アジア学科非常勤講師（1948－1949年）を経て，1949年以後，州統  
計局（ミュンヘン），連邦統計局（ヴイースパーデン）および防衛省  
（ボン）に勤務。ボン独日協会の設立（1976年）メンバー。1986年から  
1994年までボン独日協会会長。1999年1月9日投。   
私は1937年から1938年にかけてドイツ交換留学生として日本に滞在し，当時  
の東京帝国大学に学生として受け入れられました。法学部でした。ライブツイ  
ヒとベルリンで，私は日本学を専攻していて，交換留学生の奨学金に応募した  
のです。   
ちなみに，私が日本学を専攻したのは変わったきっかけからでした。私は東  
アジアの美術にたいへん興味をもっていて，それが理由のひとつです。しか  
し，直接のきっかけは，一人の学校友だちと無線で交信していたということで  
す。その頃，日本語の辞書と参考書を買い，それをもとに私の送信機から日本  
語で発宿しようと思いつきました。あとになって気がついたのですが，私が発  
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信した内容は誰も理解できませんでした。私の発音がまったく違っていたから  
です。当時はまだ，テレビもラジオも，語学のテープもレコードもありません  
でした。ですから，のちに大学で一から学び直さなくてはなりませんでした。   
私が日本へ留学することになったとき，「あいつは頭がおかしい」と思われ  
たかもしれません。というのも，当時は日本語のような言葉を学ぶなどという  
のは普通ではなかったからです。それほど遠かったのです。それでもそれが可  
能なのだということが，私のほか，一人の旧友が同様に日本で勉強したことで  
示されました。   
こうして私は1937年，厳寒の冬のさなかにシベリア横断鉄道でベルリンから  
ワルシャワ，モスクワを経て，東京に向かいました。鉄道の旅は16日間続きま  
した。ソウルで私はライブツイヒ時代に知り合った日本人のお姉さんを訪ね，  
数日泊めてもらいました。そこではじめて自分は本当はまだまったく日本語が  
できないのだということを知りました。ドイツで日本人の友人と話すときはい  
つも，ドイツ語と日本語半々で話をしていてかなりできると思っていたので  
す。でも現実はいささか違っていました。ソウルに滞在したあと，釜山から船  
で下関に向かい，それから東京へ行きました。   
私はまず，東京駅近くのホテルの8階か9階にあった部屋に泊まりました。  
最初の晩に，思いがけない出来事が起こりました。建物を激しく揺する地震で  
した。これが日本で受けた歓迎の挨拶でした。その後私は何度か東京のなかで  
引越しをしました。まず荻窪の学生寮でほかの学生たちと一緒に暮らしまし  
た。すぐ近くにはライブツイヒで知り合った日本人のお兄さんが住んでいて，  
私たちは多くの時間を一緒に過ごしました。それは私にとってとても良い日本  
案内でした。のちに私は東京の郊外に転居しましたが，都心まで行って帰るの  
が面倒でした。最終的に，大森に住むことができるようになりました。大森  
の，あるドイツ人交換留学生の住まいを引き継ぐことができたのです。この家  
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には日本人の夫婦も住んでいました。田島夫妻でした。彼は大学教師でした  
が，この時期は職を失っていました。私には奨学金がありましたし，ほかに毎  
週独日事務所で新聞の切り抜きを翻訳し，ドイツへ送ることで収入を得る通が  
ありました。新聞から資料を集めて，アクチュアルな事柄について簡単な報告  
をベルリンに送ったのです。私は自分の収入の多くをいろいろ私を助けてくれ  
た田島氏に渡していました。たとえば本が必要になると，田島氏は私が探すよ  
りもずっと早くそれを見つけることができました。日本人家庭に住んだも同然   
で，日々日本語しか話さなかったのは．私にとってはこの上ないことだったと  
言わなければなりません。   
私たちの家は完全な日本家屋でした。私は2階に住み，下には田島家が住ん  
でいました。他に一匹の猫も同居していました。当時，ほとんどのドイツ人は  
大森に住んでいました。子どもたちの通学に便利だったからです。教師たちに  
とっても同様でした。大森は当時はまだ郊外という感じでしたが，良い所でし  
た。人々はみな私に親切にしてくれました。   
だいたい一ケ月の間隔をおいて警察官がやって来て，私の暮らしぶりを訊  
ね，田島夫妻にも変わったことはないか聞きました。私はいつも何でも進んで  
話しました。私は客であり友人であったのですから。私たちはたいていかなり  
長いこと，警察官が予定していたと思われる時間よりも長く話し込み，一緒に  
食事をしたりしました。   
日本人の学生たちはもちろんみな学生服を着ていました。私たち学生は優遇  
され，とても安く交通機関を利用できました。私はたくさん旅行や遠足をしま  
した。その多くは，薬学を専攻していた二人の日本人の友人と一緒でした。私  
たちは富士五湖や日光方面に出かけました。ふだんも私たちはよく顔を合わ   
せ，日本やドイツのことについて語り合いました。ほかの学生たちともよく話  
をしました。私は毎日大学の講義に通っていたわけではありませんが，週に  
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3，4回は講義を聴きに行きました。夏はうだるように暑く，梅雨の頃は講義  
に出席するのはいささか重荷でした。   
旅は私にとって難しいことではありませんでした。日本語を話し，田舎の村  
でも人々と話をすることができたからです。私はドイツ人としてどこへ行って  
も歓迎されましたし，楽しく過ごしました。費用も実に安かったのです。東京  
から東北の十和田湖へ行き，さらに北海道まで行っても，学割がありましたか  
ら往復で50円もかからなかったのです。もちろん，列車は当時はあまり速くあ  
りませんでした。ほかに松島や九州，それに京都にも行きました。京都ではク  
リストフ・ケンプフという学友を訪ねました。私たちはレーバオの同じ学校の  
出身で，ライプツイヒ大学でも一緒に日本語を学びました。   
私ほ中国にも旅行し，北京にいたドイツ人の交換留学生たちと会いました。  
その後，彼らは逆に東京に私を訪ねてきました。朝鮮にもー度行きました。ま  
だ物価があまり高くなかった日本でのもっとも素晴らしい旅の一つは，これも  
あまり高くなかったのですが，大島から式根島へと巡った旅でした。そこはこ  
の上なく素晴らしい土地の一つでした。まだ手つかずの自然が見られたからで   
す。   
不愉快なことももちろんありました。たとえば，旅館で一人部屋がなく，ほ  
かに空いている部屋もなかったので，ほかの人たちと一緒の部屋に詰め込まれ  
たことがありました。鉄道の接続がうまく行かなかったときなどは，どこか夜  
を越せるところを探さなければなりませんでした。簡単に見つからないことも  
ありましたが，まだ私は若く元気でした。富士山に登ったときのことと言った  
ら！一日本人の学生たちと一緒だったのですが，彼らは私について来られ  
ませんでした。私の方がスポーツで鍛え上げられていたからです。それで私は  
一人で駆けるように登って行きました。最初は良い天気だったのですが，雲が  
モクモクとわき上がってきて，吹雪になってしまいました。なんとか屋根の低  
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い石造りの小屋に非難できました。そこには屋根の低い石造りの小屋が建てら  
れていて，這ってやっと入ることができ，なかでは膝立で動くことしかできま  
せんでした。この山小屋で私は二日二晩過ごさなければなりませんでした。8  
月の終わりで東京はとてつもなく暑かったので，薄いペルロンのコートだけし  
かなく，情けない思いで凍えていました。3日目に太陽が昇り，かなたに海が  
見えました。そして，私は一歩踏み出すとと2，3メートル進むような火山灰  
の道を下って行きました。すっかり風邪をひいてしまいました。   
私が当時日本で着ていた服は，私にとっては少しも高くありませんでした。  
ちなみに，どこかの町を歩いていたときに雨が降り出し，あわてて傘を買った  
ことがありました。紙でできた傘です。用済みになると，私たちはそれをその  
辺りに立てて置きました。誰かが見つけて使ったはずです。興味深かったの  
は，多くの日本人が，洋服を着ていて雨が強く降って道の状態がひどくなった  
ときは，ズボンを脱いで腕にかけていたということです。もちろん郊外でだけ  
ですが，誰もそれを何とも思っていませんでした。もちろん，日本人は普通は  
まだ着物を着ていました。とくに女性や子供たちは。男たちも会社に行くとき  
とかヨーロッパの人間と会ったりするときだけ洋服を着たのです。男たちも普  
段は着物を着ていました。私自身，とくに夏に，自宅にいるときは，和服を好  
んで着ていました。   
当時私はオーダーメードの服を着ていました。上質のイギリスの布を使って  
1日で服を作ってしまう中国人の仕立屋がたくさんいたからです。私は帰国す  
るときには，5，6着の注文服を荷物に入れて帰りましたが，戦争中みごとに  
みんな消えてなくなってしまいました。ベルリン空襲で私の家が一切合切やら  
れてしまったからです。それで私たちはすべてを失いました。日本ではつるし  
のスーツを買おうにも買えませんでした。私は大きすぎたのです。  
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夏になると，それができたほとんどのすべてのドイツ人家庭は，東京を抜け  
出し，7月と8月には軽井沢山中に行きました。東京で働かなければならない  
父親たちは別でした。軽井沢ではドイツ人の全体集会がありました。そこで私  
はツアツヘルト夫妻とも知り合いました。   
軽井沢で私は，当時の大便，ヘルベルト・フォン・デイルクセンとも知合い  
になりましたし，私たち交換留学生の世話をしてくれた，のちのドナート教授  
も軽井沢にいました。もっとも，この時以外にもしばしば東京で大使館員を訪  
ねていました。文化担当官のコルプ博士の名前もあげておかなくてはなりませ  
ん。彼のところには2週間泊めてもらったことがあります。   
のちに大便になったオイゲン・オットとの出会いもありました。彼は当時ま  
だ武官で，私たち学生と話をするのが好きでした。オット氏のところで私は有  
名な大物スパイ，リヒヤルト・ゾルゲとも会いました。あの人は当時ドイツ通  
信社の代理人14で，よく大使館に来ていました。友人のようにオットのところ  
に出入りしていました。実直な人間だったオットは，あの男に破廉恥な仕方で  
裏切られたなどとは夢にも思わなかったでしょう。彼はゾルゲを長いこと善意  
でかばったのです。誠実で正直者だったオットは，私が思うには，自分が惨め  
にだまされたなどとは想像すらできなかったからです。   
政治の話になってドイツのことが話題になると，みんな「気を付け」をし  
て，内心ではそう思っていなくても，ナチの政策を擁護しなくてはなりません  
でした。   
私は，ヴエーゲマン博士が館長をしていた東京のOAG（ドイツ東洋文化研  
究協会）に足繁く通っていました。OAGにはずいぶん援助してもらった，と  
言わねばなりません。とくに，資料を必要としたときにたいへん世話になりま  
14 アードラー氏は「ドイツ通信社」と言っているが，ゾルゲはフランクフルト新聞の  
通信員という身分で日本に来ていた。  
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した。OAGは1900年以前にできたたいへん古い施設で15，多方面にわたる立  
派な図書館をもっていました。もっキも，あの建物はその後戦争中に爆撃で破  
壊されてしまいました。   
私が東京で出会ったドイツ人のなかには，第1次大戦の兵士だった人たちも  
いました。青島事件の後，日本の捕虜になり，何年も日本で収容されていた人  
たちでした。彼らのなかには日本に残り，日本で結婚していた人たちもいまし  
た。たとえば，東京にドイツ人のパン屋や肉屋があったことがその事実を示し  
ています。写真家のネトケなどもいました。彼らは日本に定住していて，もう  
日本以外のどこにも暮らしたくないと考えていました。   
彼らは，ドイツ人にパンヤ肉やソーセージ類を提供していただけではなく，  
多くの日本人の客も彼らのところに来ていました。彼らから買う余裕があり，  
またそういう嗜好をもっていた人々です。当然ですが，その多くはヨーロッパ  
に行ったことがある人たちです。この人たちは「ヨーロッパ的なもの」を好ん  
で買いました。ドイツ人の店では本物のドイツの食材を手に入れることができ  
ました。もっとも，白パンヤケーキは安くはありませんでした。私は自分が  
撮った写真を全部ネトケ氏のところで現像してもらいました。彼も第1次大戦  
後日本に残っていたのです。   
このような面でも学問の面でも，とくにOAGを介して，私たちはいつも同  
胞と活発なつき合いをしていました。しかし，日本人とドイツ人との間の親交  
も実にたくさんありました。   
東京＝ベルリン枢軸とは関係なく，ドイツには日本へのきわだった関心があ  
りました。ベルリンの独日協会は当時こうした関心のいわばセンターとなって  
いました。当時はまだほかの都市に個々の独立した独日協会はありませんでし  
15 東京のOAGは1873年に設立されている。  
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た。どれも，戦争中はベーンケ海軍大将が会長をしていたベルリン独日協会の  
支部でした。日本のことについて関心をもっていた人たちは実際みんな，独日  
協会に集まってきました。   
ベルリンで日本が話題になるときには，おもに経済的側面と文化的側面が関  
心の的になりました。ハンブルクやライブツイヒでも同様だったようです。ラ  
イブツイヒでは，この町が世界のあらゆる国々と古くから見本市で関係をもっ  
ていたから，ということもありました。日本との全般的な仲介機関になってい  
たのは間違いなくOAGでした。東アジア，とくに日本と関係したことのある  
ビジネスマンはほとんどOAGに集まって来て，定期的にOAG通信を手に入  
れていました。OAG通信は毎月発行され，経済だけでなく政治や学問上の出  
来事も報告していました。   
学生として日本で暮らしていたときに，私は，2週間おきに土曜の午後，徳  
川将軍家の家系をひくお宅にお茶に呼ばれました。私はあの徳川家のご主人の  
名前をもう覚えていません。江戸時代に将軍を出していた，あの由緒ある家系  
の家はまだ何軒かありました。徳川侯とご婦人は，お二人ともドイツ語を話  
し，私との会話では，文化全般が話題になりました。政治や経済の問題につい  
てはあまり話しませんでした。いつも素晴らしい時を過ごしました。私は  
OAGをとおして徳川家と知り合いました。OAGをとおしてほかにもたくさん  
と人々と知り合いになりました。徳川夫妻は質問をし，あれやこれやのテーマ  
について話をするように提案をしてきましたが，いつもドイツ語でした。彼ら  
が単語が分からないときにだけ，私が日本語で説明するようにしていました。  
お二人はドイツ文化に驚くほど強い関心をもっていました。徳川家が日本で政  
治とはもうあまり関わりがなかったのと同じで，ドイツで政治的にどんなこと  
が今起きているかということは彼らの心を動かしませんでした。70年も前に徳  
川家は権力を奪われ，政治の舞台からは退いていたのです。  
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ときどき大森の近所のドイツ人宅にも招かれました。彼らのうちの一人は  
ジーメンスの社員でした。彼のところによく招待されたのですが，よく若いド  
イツの婦人たちが来ていました。   
OAGが開いていた新年の舞踏会には私は行きませんでした。あの舞踏会は  
すでにナチの旗を掲げて開かれるようになっていたからです。私はそれが気に  
入らなかったのです。「ドイツ人コミュニティー（Deutsche Gemeinde）」と称  
していましたが，これはしっかりとナチの手に揺られていました。   
ドイツの政治状況についてのニュースを私はたいてい大使館から入手してい  
ました。私はよく大使館に行っていたので，大使館に掲示されていたすべての  
情報に目をとおしていました。大きな事件について 
読むことができました。ドイツの新聞はOAGにも置かれていました。ドイツ  
の新聞は当然ながらほぼ一ケ月遅れで日本に届きました。それでも当時として  
は最短の道，つまりシベリア痕断鉄道で送られてきたのはありますが。   
日本での生活費は私にとっては有利でした。家賃と食費，それに私が田島氏  
に渡していた金を全部会わせても月に180円から200円くらいでした。私は毎月  
奨学金として150円受け取っていました。少ないように思われるかもしれませ  
んが，それでも相当の金額でした。1円がまだ2マルク16ペニヒだったのです  
から。そして日本の物価はずっと低く，賃金も少なかったのです。1円で1食  
たっぷりと食べることができました。   
私の日本滞在中，すでに商品の供給にさまざまな制限が加えられるようにな  
りました。それは多くの外国のものが輸入されなくなったということで分かり  
ました。中国との戦争が始まった1937年の夏から，生活のいろいろな面で制約  
を受けねばならなくなりました。私にはそれが不吉な前触れのように思われま  
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した。ですから私はドイツに帰りたくありませんでした。   
確かに，日本でもすべてがパーフェクトだったわけではありません。たとえ  
ば，衛生環境はドイツよりお租末でした。東京と大森にはいたる所で覆いのな  
い下水が流れていました。   
こんな面白い話を覚えています。近所に泥棒が入り，翌日そこの奥さんが，  
家にいくら金があるかとその泥棒が彼女に訊いたときのことを話してくれまし  
た。彼女が金を差し出すと，泥棒はその半分だけ取ったというのです。その男  
は板張りの床を抜けて家に入ったようです。それからその泥棒はクー晩その家  
にいるつもりだ，さもないと警察に捕まってしまう，と言ったそうです。  
ひょっとするとこの話はよくできた作り話かもしれませんが，日本では泥棒で  
さえもずっと人間的だったのです。だから「ドロボウサン」と呼ばれていたの  
かもしれません。   
大森の駅では人力車に乗ることができました。私はめったに使いませんでし  
た。荷物がたくさんあったときだけ乗りました。人力車はみな後ろに会社の  
マークをつけていました。労働者や職人も服の背中に屋号をつけていました。  
それで，どこの人間かすぐに分かりました。   
日本に私は1年半いました。残念ながら私は希望したよりも早く帰国しなけ  
ればなりませんでした。健康上の理由が帰国を早めることになりました。もっ  
と長く日本にいたかったのですが。残っていれば，すぐにも講師の職にありつ  
く可能性もありました。あちこちの大学がドイツ語教師を探していたからで  
す。しかし，私は2，3度中国に行き，慣れない脂の多い食事を摂って病気に  
なってしまったのです。すい臓を患ってしまいました。そのため，クリスマス  
のちょっと前に入院するよりほかなくなりましたび医師は，完治させるために  
ドイツに帰るよう私に勧めました。私は助言に従い，戦争の真っ只中に入り込  
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むことになりました。また日本に戻ろうと思っていたのですが，残念ながらも  
う戻れませんでした。   
ベルリンでは，まずクレメンス・シヤールシュミット教授のもとで，日本語  
の専門資格試験を受け，そのあとすぐに軍事教練を受けさせられました。1939  
年8月20日に私は兵隊に取られました。私が博士論文に取りかかったのと戦争  
勃発はほとんど同時でした。   
日本からの帰国の旅のはじめに，まず東京から京都に行きました。京都の旧  
友たち，とりわけクリストフ・ケンプフを訪ねたのです。下関で，私を母国に  
運んでくれることになる「スワマル」という名の船に乗りました。途中多くの  
港に停泊しました。船荷が降ろされ，また新しい船荷が積み込まれました。幸  
い，私には日本人の乗組員と毎日会話するという可能性がありました。この美  
しい国との最後の直接の絆でした。ナポリで私の日本時代はついに終わりまし  
た。ナポリから私は汽車でベルリンに帰りました。  
＊聞き取りは1994年10月27日と1995年2月1日にボンで行われた。  
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